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や英語のスペルを FLT に確認している子どもの姿をみることができた（図１）。 
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の支援にもつながる。だからこそクイズの中で I went to～の文がいらないのではないかと
気づく子も出た。クイズの形式を I went to～ではなくて違う言い方はないかな？と考え
る子が出ているはず。⇒学びを深めるチャンスが生まれる。 
・ICTを活用することで幅が広がりそう。分からないけれどロイロノートで交換しながら問
題に触れる・・・など発展的にも使えるかも・・・(デジタルサイネージも) 
 
＜さらなる充実のために＞ 
・紙媒体の良さと ICT 機器の良さの良いところどり(併用)をしていく。発音練習などは繰
り返し，紙媒体でリズムよく練習など・・・ 
・外国語では相手意識が非常に重要。タブレット端末を経て練習するが人とのやり取りも重
視していく必要がある。 
・ICTを活用する中での１番の利点を授業の中で考えていく。タブレットを使うことで，ス
クラッチを使うことで・・・どんな力がつくのかを明確にする。また，子どもたちのやり取
りや発言などから深めたいところを全体で話し合うことができればさらに深まる授業にな
ったと思う。教師がつまずきそうなところや深めたいところをもっておく。可視化・共有化・
焦点化できれば最高！(例えば，～君はこんな問題を作ったよ。⇒簡単すぎればみんなでど
んな表現がよいか考えてみる。難しすぎても・・・子どもたちに悩みを聞いてみんなで共有
するのもあり。もっと良い問題にするにはどうしたらよいだろうかみんなで考えるな
ど・・・) 
 
＜その他＞ 
・プログラミングの作品としてデジタルサイネージにて紹介するなど活動の幅を広げると
面白いと思う。 
 
（3）反省と今後の展望 
実践中の児童観察や子どもの発言，ノートの記述などから子どもたちが，プログラミン
グ的思考を身に付けつつ活動を行っている様子がみられた。また，今回の実践に活用した
Scratchに対しても自分達の学習活動に役立ち，今後の学習や生活の中でも活用していき
たいという前向きな姿勢をもっていることもわかった。 
このように既習のことを生かしたり，グループで相談したりすることで子どもたちは，
思考と試行の「trial and error」を何度も行った。また，目的を達成していても，より
よいクイズにするにはどうすれば良いかと省察と探究を繰り返し，課題を解決するために
思考を継続する姿がみられた。 
今後の展望として，カリキュラムデザインの視点から，子どもたちの学びを支える資
質・能力としてプログラミング的思考が有効的に働く場面や効果について外国語のみなら
ず他教科との関連も含めて分析，検証を行っていきたいと考えている。 
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